
国内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

輸血によるHAV感染報告例（疑い例を含む。）  

－  ill  

l   l  

l  

l  －  1   l  

T  ■  保管検体10本に  
ついてHAV－NÅT  

実施。  研査相異を受けて、搾畠直か  8本の席料血鞭．  
らIl廿盲用・感染症と輸血血液と  4本の斬IIl幡  

女  4り  心室掛間欠積心房 中簡欠積、血管疾患  A製肝炎   の因稟明快なしと考える。FFP  血輯、8本の血坤  
86′10－ 0丁ノ01 0丁′／01  HA－Ab（一） （輸血開始撞 2ケ月間）  HA－Ab（＋） （07′′OZ）   鵠性（輸血前） 榛性（輸血撞1     1本：HAV－RNA （一）HA抗体 （＋）  投与による樗行抗体の一針と  MAPを製造。雁  

9本HAV－RNA  考えられる、との見解が縛られ  
た。   

料血策は4本檀  

（－）HA抗体  保済み．   

〔－）  

輸血によるHBV感染報告例（疑L、例を含む∴  3一口7025．q・06D〕02．19 u   20D735 Z押… ㌫志望諾至芸票  
H  

H  

HB5A上（一）  
2本の原料血雅  
を製遺し、全て確  

H臼8Ab卜） Ht〕eAbト）  
保済み。  
（贋Il血策のt本  n ユー07いIA－d8∞02242〔）〇7′26    2（）072ノ21  人界血球濃厚雇（放射繰開封）  女  50  消化器疾患  β型肝炎  08′′D9     （08－Og） 機体t不足の ため検査不l巨    H l （0 H H H lt H （0  BIA且（◆ノ b8Ab（－〉 巳○Åb（十） ■M－HBcAb（◆〉 7－¢2） DBAl（◆） 8■Ab卜） 80Ab（◆） M－H白cAb（◆） β∨－DNA（◆） 丁／02）  陰性（輸血椚） 陽性（輸血後）  親書機体】本 H【lV■JAT（◆〉、1 本H8V－NAT卜）  1単色  †／2      は」曝憎となった  非量萬  東国債  
当該輸血用血惑  
と同一採血嘉阜  
の甘粕  

H  

HBIAt（－）  

（08′09）  t本の慣科血炸、  
HB■A且卜）  2本の斬1霊凛緒  

新郎凛招人血旅   3－0引薫7  A一口8C巾0203   ZOt）6122l  200日12′28  人赤血環1厚液：放射楕照射）   女  7D  消化器囁瘍  B聖肝炎  08．′10 08ノーO  HB■Ab（◆） HBdb（＋）  
2岨也 2鼠色  l／2    血策、†本の折血 坤MÅPを料遺．  

H［】∨－DNA（－）  新鮮1緒血虎は  
（06／10）  

H  

全て確保済み．   

（0   

H  

（0  

H  

HB8At（－） H8iAbト）  

封本の原料血  
人赤血球肩渾液  俣一棟体43本に  58■位  韓、9本の斬鮮凛  

○－081日阜  A－88〔府02ひl   2008′1228  2007】′5   斬帥蔵相人血策  女  ユ0  産科出血、低職素凝 症  8型肝炎   
ロ8ノ11 0811  lE州  

08／Il  
60■＝立  

人血小坂雇樫雇（放射坤照射  40旦位   
原料血策、新鮮  串響度  未回檀  

H巳cAbト） HBv－DNA（十  
：11貪血策は全て  

（08′‖）  
確保済み．  

H  

H  

H  

（0   

●旬（◆）  

8Abト）  

●Al（◆）  保t樺体3本に  
Hβ鶴A‘ト）  ついてH8V一  

女  80  腎疾患、自己免疫疾 患 
、代耕具常疾患   08ノD5一つ8   （08ノ／05） Hf】∨一DNA（◆） （08 担当騒がは蝶れ8本を追加  8ヰl立   

ノ′05）   ついてH8V－  

cÅb（◆〉  ト」AT（－）  

Vl〕NA（＋）  

三J61月9   A－08ひ〕02〇6   2（10812 27  200711ロ  人赤血昼食厚層  ／12）   

∨－DNA（◆）  

5A鳥（＋）  東国檀  
邑Ab（－）  担当医より「Il作用・感染症と  ・一死亡（肝  

●Agレ）  輸血血液との匝異聞係なしと  不全にて死  
HB五Ag卜）  考える。HBVについては今回  亡）  

保管検体3本に  の一連の輸血による感染では  コ本の∬脾血糟  書順青（肝  
B型肝炎   なく、もともとキャリアーであり．  ■t       萎撼．農水 の  08′ノ07・・09   （08．竹l〉 HBoA上（一） HBV－DNA（◆）  こくわすかに存在していたウイ  保済み．  貯臥そ  

（ロ8．′′07）   ルスが．協力な抗癌刑治療に  他合併した  
左Ab（－）  より再活性化したものと考え  と思われる  
cAb（◆）  る」とのコメントあり。   椎菌または  

H  よ粛による  
ノ12）   

帯染1あり）  

H  2／2  

H88Ag卜）  担当医よリrl†作用・感染症と  （1人はH【】∨  

（88ノ04）  輸血血磯との因果関係なしと  関連檎董簿  
つ■0619ロ  A－08〔将0207  20〔】612 2丁  2007∴巨10  人血小枝1厚液t放射け照射）  ■  80  骨腫瘍  

考える。β射肝炎の♯血後感  性、l人は  

染を購った机愚書の血液、輸  
血の8型肝炎ウイルス機査の  H8cAb（◆）で  

綿羊．既感染であったことが判  当抜歓血噌  
明した」とのコメントあり．   

■  gO  骨折  8型肝炎  08′′（H    H［〉8～（－） HB8Ab（－） H巳cAb（◆） H白Vl）NAい） （08ノ′04）  

も間躊で  
あった）   



国内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

人血小坂1躍液（放射け用射）  
ユ7本の原料血  

1ヽ  東園檀  

全て打保済み。  

H  

H  

H  

（0  

H【l8A丘卜】  

HB8Ab卜）  ・1987頃よリHBeAb（◆）が出たこ  

（08／05） H88人b卜）  とがあるとのこと．  3本の謂熱血炸  

3－870†3  A－08000228  2007ノ′2′′8  2007′／2．ノ22  人血小梅濃厚液（放射繊照射）  男  50  書叶礪   

B型肝炎   
08／05－10      H8cAb（◆）  輸血血液との白黒加味なしと  

樟当匡より「Il」作用・感染症と   

H8V－DNAト）  考えるjとのコメントあり．   

（Ot）／05）  

叩  
H  

H  

H  

（0   

2／8   



国内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

t  

‡  】  l  l（0丁／01）  

H如旬（－）  12ノ28  

H80Ab（◆）  （11人は  

H8cAb（◆）  H8V蘭運績  
HB書Aムー）  董椎性、l  

人は  
120♯位   

A、0〔】（泊0229  20CT Z】3   B型肝炎   06′09－12   32旦位  つHBcAb（◆）  非果無   
HBV であり、当  

適職血時に  
HβcAb（＋）  おいても珂  
H巳∨一DN根◆〕  樺であっ  
（08ノ】2）  た）   

H8V－DNAし→）  

（07′ノOZ）   

叩糾血清は全て  
H8sA8（－）  

八一UF〔巾02〕6  
0608  

2本の環料血炸、  
腎疾患  8聖肝炎  日日cAbト）  4■色  

（08′08）  「H【）∨小JAT卜I  
MÅPを製造。  

ニ・   
・末症例は2月20日のF人X和音  

保t機体3本に  後に入手した詳細什職で、か】  3本の席料血輯  
一半伍   

見解が判明した。  輯は全て確保清  景無  死亡  
HBV－RNA（－〉）  ・愚書は相月25日．多隋器不  み．  

j肖化器腫瘍  全により死亡。剖検あり。  

用′′38  

t4人はH8V  

間堰積蓋い ） 

保書榛体38本に  ．1人は HB⊂Ab（◆）  

実施。し全て  
HBV－RNA（－り  

30単位 230里位       かつ H88Ab（◆） （当眩献血  

韓も間樽）、  

†人は  
HBgAbのみ  

（◆）h   

保t機体1】本に  
11本の慣料血  
炸，3本の新鮮；1  

t4■位  8ノ1‡    帽血韓を蝕遣。  

HBv－DNA〔一日  
斬俳1緒血炸†  

H白仁Ab（◆）  
本は濱畏済み   

（87ノ02）   

人赤血球濃厚ざ座〔放射線P司射）  H【〉βA且（－〉  保管棟休11本に  

ムー06（：将02¢1  200丁 ユ′6  2007 320   人血小梅雇揮液（放射け照射）   8璧上肝炎   06／05 06′09 l 200丁222   人血小橋濃厚彊（放射緯照射〉   男  l 60  l 骨随礪   血二複哩環 消化器ほ瘍、貧血        u  （08／0丁） HBcAb（◆）      H8V－DHAト） （08／09） HBV－DHA（◆）  ‖ 醜性（挿血れ）  ‖ 漫t榛体28本に ついてH白∨－   －10  実施。（全て  

（08／D5〉   HBV－DトJA（一り  
IO嵐仏 50■也 柑廿位  8′Tl  11本の膚損血蹄 を製造し、9本譜 煉済みt  闇糾血幣は2本便 ；＝－一・  t■  末回闇  

医微積闇が「感染症の予防お  
よび感染症の患者に対する匡  
優に闇する法ヰJに暮づき、所  
暢侵せ所に届け出た療例であ  
る。  
＜追肥t＞当机医療触Wは  
同時期に透析を行っていた他  
のH白∨感染患者からの読内密  
染を疑い、ウイルス相同性に  
ついて訊董を行っていたが、否  
諷的な中蘭紹告が叩られたた  

保管様体3本に  め、輸血が原因である可肘生  4本の闇糾血幣  死亡  
も考えられるとして．3′丁に日赤 に調壬を依糟れたもの （日製鋼虎肝  

ユーロ8［追0262  2007〕8  20〔17 3 2（〕  J、充血碍雇耳牒他省繊鴨射〉  文  60  腎疾匪   B聖肝炎   
さ。な  樗は全て打保溝  云▼    炎一輪血と  08・和12  H8sA貞卜： こDeO9：  HE）与Ag（▲） HBV－D「1Ar◆ノ し0701）  検体なし   ついてHEiV一日AT 実施。（全て HBV 

－DNA（－）：  お、愚書は1月30t〕に8製加療  み。  
の闇遺†生な  

肝炎にて死亡．削檎なし。  
し）  

く追記2＞担当医より’患者と  

他の偶のHBV－DNAシーク工  
ンス検査の緒黒、院内感染で  
ある可柾性が非常に高く．峨  
血血液との因集帆筒は否定さ  
れた1とのコメントが碍ら九た。  

以上綱家持黒から、「副作用・  
感染症と輸血血濡との図集欄  
休なしと考える」との見解が紳  
られた．   

H〔）∨－DNA卜） 6 

ArO6α〕0270  20073′12  2（〕073 27  人血小棒濃厚液（放射線照射） 人赤血球慮侵液  輿  巴  －】削L，＝   50＋位 4鎖位  臍査中  研査中  鋼査中   暮t  乗回牒  白型肝炎  08′′07一や8 0（！／0ト88   叩／′0丁） HBcAb（◆） （0：l／ノ0即  H8V－DHA（・） HB邑A且（◆） （08′′11  調査ヰ  保甘機体丁本に ついてHt】∨－NAT 実施予定。  
8本の間組血幣、  

08′08－  HB8A点いJ  保一機休8本に  l本の新鮮1緒  

B型肝炎   07／0】 08／ノOa－  
血難を製造．府  

へ一口8〔旧0271   200丁′3′ノ12  2007 32了  人血小橋濃厚液（放射繊邑笥射〉 人赤血甲環環牒〃鋸机剰㈲射  女  84  血液狸鳩  く08／†2）  実施．（全て  20単位 81位  2ノノ8     料血策は全て汁  非里篤  不明  
0812   （0丁／03）   H8V－DNA（一日  

保済み。斬鮮1  
栂血潤は確保済  
み．  

N
∽
 
 



国内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

4／る   



国内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

I 1 1 

1   

1il  l 

担当底よリーl‡作用・感染療と  

0い0  輸血血液との因未聞係なし」と  
のコメントあり。   を製遺。   

（05／川）   

（08ノ1り  

HCV－Ab（－）  3本の照料血相．  

■卜〇7〔に∂  ム‾D600D2】自280「22  20ロー2I5 人赤血球一腹二匪  

（08／′07）   l本の断射凛欄  斬般；1緒血炸は  
男 80 楕瘡  C型肝炎  08′07  4単位  l月コ日      【⊥ト  二  

糾血熱は全て確  

1  

保済み。   
HCV－Abト）  

08／08〉 HCV 一本の慣料血炸  
皿フ‡Z？2ロロ丁ニ2COT22＝珊冊射）女70腎釈 こ●・二  8′ノl   を製造し、確保讃  

08′D9  

1ヽ   
み。  

ヰ本の原料血緊  
6覿位  ∴・≡  乗画職  

侵！青み＝  

僻血書一人  
は鮮血に胃  

国債  
蘭運横董ト  

＋十．   ll ト07ひニー州鵬。2－0抑14 2007…人赤血球朋壊し柵醐射′女咄肝疾患、欝血 C聖肝炎           HCV－Ab卜） （05ノ00） HCV－Ab卜） HCV一只NA（一）   t（08／Otり】 HCV－RNA（◆） （00′18） HCV－Ab（＋） HCV－RNA（◆）    u 檎性（輸血m） 膿性（軸血捜）  保管機体l本に ついてHCV一 HAT（一）  ‖  u     u 2■拉  u 刃  ‖ 1本の冊射血策  
HCV－A』（◆ノ  保t檎体4本に  上妃調査緒臭を受けて、相当  碍料血清は全て  

。。「。三こ丁6仇－。2ユ2  臨から副作用・感染症と憾血  3／ノ4  

C型肝炎  血雇との匿集蘭係なしと考える  
（07／0り  HCV－RNA（－）1  との見解が楕ら九た亡   捜査（－））   

凄み。   

HCV一入b（◆l  保管檎1キ3本に  
原料血熱は全て  

ユ本の闇†ヰ血糟、  

†05′07J  実施亡（全T  
8生色  

（07／01）   HCV－RNA（一二り  
血帯を製遁。  ＋＋＋  2（〕0722e 20ウ丁227  2〕し1丁〕6 工芸霊琵悪路馴繊柵」女    50 80  ・′■■・こ 消化器Ⅷ瘍   C聖肝炎  08′ノ0ユ 08′′02 05′‘DT  HCV－Abトノ （08／ノOl） HCV－Ab（1）    （08／′12） HCV－RトIA／◆）   （08′lOノ HCV－Abrり   鳩性（憾血前ノ 鳩性（輸血後：   ついてHCv－「JAT 実施．（全て  済み。   

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）  

同一採血蓼阜の  ■■－…‥ †本の斬軌凛糟  死亡（亨L調ア  

所内血婚にて MRSA  機体なし   血鞭2本でh薗 イ  
血炸を錮摘L周  シトシスに  200711C  殊碑   検出  紋麟実施鵡  4★位       串血熱は全て確  重篤    より死亡．本  

含1  
俣済み。斬解凍  育旺の隅連  
緒血拍は確保清  性不明）  

・本伝例の患者は上富己と同一  
当払輸血前日  投与中止の当旗  の患者  

ZOOi 2 i 男   の読内血培こ  蝕削で九蘭拭験  ・櫓当匿が綿戴懸絶を構って  ■書  回憤  
て膿性  実施予定  いないことが判明したため、  

FAズ総合取り下げ   

し  非漕血性l】l作  木柱例は一月31日に血圧低  

下．皮疹として情職人手し．30  
l策内血塘にて 陽性  投与中止の当山  日輪告の損傭を遭めていた  1本の開削血鞭  

3一冊「‾C8∞02川  20ロ7 2 2  2007′215  人赤血球濃厚雇（放射線照射丁 r採血】1日自〉  男  70  消化器膿瘍  ・、＝＝ち∠・，▲  07′01  1t  圧闇  
葬は確保済み。  

1本の斬鮮ユ緒  
之旦位  lt  観戦  

保済み。  

L－一一「一  
3本の新鮮凛簡  

血鞭、1本の俸血  
人赤血球欄確液（放射け照射）  07′／01イ）2  俣t機体7本に  5上位  坤M人P藍鮭遣．  

3－07017A－08〔追0233   

r  

女   ついてCMV一人b  】単位  
人血小橋濃厚液（放射糟照射）  07′／02   ・武  5単位  の有無を臍査  

申．新鮮凛繕血  

幣は2本確保沸   



園内輸血例（事前配布からの更新点は赤字で表示）  

忌票熟毎嘘∴壱    無醜態   
Ⅰ■M－CMV－  

Ab（◆′／－）  

（08／】2）  

CMV－  

DIlÅく巾（全血、  

尿）  

▼血lぺ肘∨－  

Aも（◆）  

11q－CMV－  侵曽榛体8本に  5本の肝窮血犀、  

仙（◆）  ついてE8Vll違  1本の柵ま惰  
（08ハ2）  榛董稟旛予定．  血炸、1本の照射  3→0？018  A－08∝和234  2007．ノ2／t9  2007ノノ3／2  人赤血球濃厚液（放射け照射） ・；仙  女  lケ 月  掛丘出生体1児  細野感染  08ハl－12 08ハ2  CMV－DNA（一）  鍵t♯体2本に  CMV一人b（十〉（08／12）   

（全血）  ついてCMV鵬ヰ  母れはkM－Cl〉Ⅳ－Ab（－い書G－   5単位 l＋位       洗柵赤血球をが 遣．膚鞘血輯は  
CMV－DNA（◆）  検査実施予定。  使用の有九を嘱  
（房）  

107川t）  

土中．   

【8V－DトIA【◆）  

（全血〉  

EBV－DNAト〉  

（犀）  

CMV－ONA（十）  

（全血、尿）  

（0丁／Ot）  

非漕血性■H乍  

用朋遵機董  

3－07（つ2（j  A－06COO25†  2007 3′5  2007′ノ3′15  人血小梅濃す液（放射線P8射l （採血2日臼）  女  70   ＝」リ  07ノー03  
†本の膚軸血釈  

】0単l江  を製遺し、確保済  1■  回慣  桃内血埼ヒて MRSAを間 定。    ・抗血鞭タンパ ク賞抗体檎f： 托性  ・血難タンパク  み．  

T欠欄檎董  
欠欄なL   

非溶血性耶作  
用佃運檎董  
・抗血策タンパ  
ク賞抗体横手＝  

コー07027  A－0（；（刀0257  2007ノノ3ノノ5  2007．′3′′19  人血小梅濃厚濱（放射線照射）  女  20  血儀機欄   ご二Ⅷ，l  07／08  桃内血櫓は雉  l本の何科血炸  

性。  ン抗体陽性  川■位     を製遺．膚糾血  ■t  回穫  

（陣血巾捜）  
幣は慮保済み。  

・血照タンパク  
∫欠損檎童  
欠損なし   

非潜血性Iq作 用蘭  

陵内血特にて  上記研董緒兼を受けて、l川F  

3－070Za  A08COO258  2007ノ′ユノー5  2007′ユ′′19  人赤血球濃厚液－しR  男  1M  心疾患、血管疾患  ＝恒・・・  07／03  MRSEを同  用・感染虎と輸血血液との周  l本の珊糾血策  
（採血10日巨 抗血鞭タン ウt抗体隷書こ  

1地味はなしと考えるとの担当  1t  風11  
定。  檎性   底の見解が縛られた。   策は繍侵済み．  

・■厚亦血球  
（ロットt3）およぴ  

人赤血球濃厚漕  
濃眞血小坂で ユ本の席料血搾 

く採血r13日自二日ット】3〕および】l  
同一採決■号の  l本の新鮮凛繊  

日日（ロソト1111  
血炸でホ鵡放機  血糟－LR、1本の  

07／ノ03  

307（〕ユ5  A－08〔め0272  ZOO7′ユノ13  2（）07′′ユ′27     人血小橋濃厚漉く放射繊邑寧拙  0丁／0二l  

院内にて血暗  死亡  
細菌懲染  

（採血3日目）  0丁′ノ0二i  

実施中。   
梅干定。  患者は心停止にて死亡、剖桟 あり。  4単位 †01位 2単位  使用の肴■を臍  

・・・仙  
逓性不明）  

斬糾よ織血難  
〔採血2g8日日）   

宣中。新出凛織  
で．投与中止の  血清－L剛ま確保  

当仏製削でわ薗  済み．   

放牧を実施予  
定七  

コー07040  A轟07qコ（泊06  2007／′3′30  200丁′′4／13  人虎血球1曙凛（放射線照射） 采血20日日）  男  48  甲疾患   細菌想染  07／03  り  実施中。   釈内にて血鳩   非漕血性l†作 用檎士実施予 電 
2せ也    調査中  非豊艶  画壇  

雲。  
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平成19年5月23日開催  

薬事・食品衛生審議会  
運営委員会提出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成19年3月31日  

献血者数  日EV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2※1  341，174  45  1／7，582  

H18．3～H19．3※2   294，255  27  1／10，898  

合計  635，429  72  1／8，825  

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）  

＊2血祭分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

2．HEVrRNA陽性献血者の内訳   

別紙  
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別紙  
2・HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間：2005年1月1日－2007年3月31日  

HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  

喫食歴調査  遡及対象  

lgM  1gG  RNA   供給製剤   
受血者情報  

食べ方   

2005／01／04  32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  2005／02／07   38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13   41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2005／03／25   65   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2005／03／27   26   M   38  ＋   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2005／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2005／04／15   59   F   18  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無 

8  2005／04／15   35   F   18  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 シレ／ト 半生  
ウ、ヒンジ精肉  十分加熱  無  

9  2005／04／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ヒツジ精肉  十分加熱   有  感染なし   

10  2005／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2005／06／07   42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉 ウシル 半生  
ホモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2005／06／22   51   M   52  ＋   無  回答なし  無  

13  2005／07／03   58   M   19  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／0了／05   22   M   23  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15  2005／07／05   38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  2005／07／13   2年   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡  

ウシ精肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 バ 半生  
ウシレー、ウシ精肉、ブタ頼肉  十分加熱  無  

19  20（〕5／09／20   42   M   3l  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17．11．1運営委月会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回套なし  無  

22  2005／10／25   44   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2005／11／07   30   F   21  ＋   ブタホルモン、ウシ精肉、ヒンジ精肉  半生  
無   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱   無  

24  2005／11／07   31  ．F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレ／ト、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉  生  
ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  2005／11／29   35   F   333  ＋   ＋   ＋   有  回答なし  無  

27  2005／12／′13   42   M   30  ＋   有  ウシ精肉、ヒンジ精肉 不明レバ 半生  
ー、ブタ精肉  十分加熱  ‘有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  H∈∨感染（H柑．01．26運営委且会報告済み）   

29  2005／12／22   62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27   42   F   14  ＋   無  回答なし  無  



■  半生  ■  無 一  132】  2006／01／06 l  68 l  M l  23l  u  ‖  ⊥  」  無 l  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉  

ウマ精肉、不明レバー  
33  2006／01／13  36   

生  
M   42  ＋   無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

34  2006／01′／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

35  2006／01／／13   31   M   43  ＋   
不明レバー  半生  

有   ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

36  2006／01．／17   48   M   ＋   無  回答なし  無  

37  2006／01／25   52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  2006／01／30   39   F   22  ＋   無  回答なし  無  

39  2006／01／30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
40  2006′／02／02   39   F   35  ＋   ＋   有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2006′／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02／07   40   F   172  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   
イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタかソ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  

44  2006／02／20   58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006′′ノ02／′ノ21   45   M   30  ＋   無  ウシ精肉 ブ 半生  
タ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉 十分加熱  無  

46  2006／－03／01   46   F   15  十   無  回答なし  無  

47  2006／03／′01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2006／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2006／03′ノ27   40   F   12  十   無  回答なし  無  

50   】2006／04／01   31   F   16  ＋  ／  ヒツジ精肉   半生   無  

2006／04／04   30   F   14  ＋  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2006ノ04／12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2006／′04／18   21   M   26  ＋  ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2006／0年／22   28   M   1ヰ  ＋   ＋   ＋  ／  回答なし  無  

55  2006／04／26   46   M   19  ＋  ブタレバー   半生   無  

56  2006／05／18   62   M   27  ＋  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2006／07／07   17   M   33  ＋  回答なし  無  

58  2006／07／11   34   F   10  ＋   ／  回答なし  無  

59  2006／07／12   21   F   27  ＋  ／  回答なし  無  

60  2006／07／22  49   M   46  ＋  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  

2   



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  

喫食歴調査  遡及対象  

RNA   供給製剤   受血春情報  
IgM  【gG  食べ方   

61  2006／08／01   62   M   18  ＋  ／  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

62  2006／09／06  44   F   1ヰ  ＋  ／  喫食歴なし  無  

63  2006／09／29   68   M   15  ＋  ／  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

64  2006／10／21   29   M   22  ＋  ／  調査中  無  

65  2006／11／19  48   M   58  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   ＋分加熱  鱒  

66  2006／11／23   54   M   18  ＋  ／  回答なし  無  

67  2006／12／01   43   M   55  ＋   ＋   ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

68  2006／12／04   60   M   48  ＋   ＋   ＋  ／  ウシ精肉   十分加熱  無  

69  2006／12／04  47   M   40  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  無  

70  2007／03／01   33   M   41  ＋  ウシレバー   生   無  

71  2007′′03′′15   42   M   32  ＋   ＋  ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

72  2007／03／27   55   M   30  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シ九イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レ／トの喫食軌   
05年11月1日－08年03月31日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了  

3   




